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１９３０年代における北九州工業地帯

官営八幡製鐵所（１９００年） 門司港（１８８９年）

安川電機製作所（１９１５ 年） 東洋陶器（１９２０ 年）
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次世代産業の創出・育成について

素材（マテリアル）

制御技術

計測技術

加工技術

製造技術

「北九州市科学技術振興指針」
重点技術７分野

本市のモノづくり産業が
伝統的に培ってきた技術分野

環境産業の集積

環境対策技術

半導体設計企業の誘致

地域企業の半導体
関連産業への展開

【北九州エコタウン事業】
リサイクル産業、リユース・リビルド
産業など環境産業の集積・促進

ナノマテリアル

クリーンエネルギー

ロボット

環境情報

バイオ情報

バイオ生産

知的クラスター創成事業
（H14～18年度）

システムＬＳＩ
半導体関連産業

の集積

など

基盤技術の高度化

次世代分野への参入

【エレクトロニクス産業拠点構想】
産業クラスター推進組織の設立

メンテナンス技術

≪次世代半導体関連産業≫

★ アナログＬＳＩ設計企業の集積
★ 半導体ベンチャー企業の創出・育成
★ 人材育成
★ カーエレクトロニクス産業拠点の形成

⇒ 『『カーエレクトロニクス拠点カーエレクトロニクス拠点化推進化推進委員会委員会』』

金型技術

≪次世代ロボット産業≫

★ 研究プロジェクトの推進
★ 実証化の推進
★ 要素技術の育成
★ ロボカップの開催

⇒ 『『北九州ロボットフォーラム北九州ロボットフォーラム』』

★ 環境配慮型高度部材産業の形成

⇒ 『『自動車用軽量化高度部材加工技術研究会自動車用軽量化高度部材加工技術研究会』』

★ クリーンエネルギーの実証支援
★ナノテク産業の育成

≪次世代環境産業≫

＜バイオ産業＞

★ スーパーセル構想の推進

⇒ 『『北九州バイオ産業クラスター戦略会議北九州バイオ産業クラスター戦略会議』』
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北九州学術研究都市整備の目的

産業都市（モノづくりの街）として再生

工業都市としての地位が相対的に低下

知識集約型社会に対応したインフラ整備
・時代の要請に適応した最先端の研究開発機能 及び

人材の輩出
・都市としての魅力

北九州学術研究都市の整備北九州学術研究都市の整備
【基本理念】

地域の産業構造転換を推進する拠点として

・アジアの中核的な学術研究拠点を目指す

・産学連携による新産業の創出、地域産業技術の高度化を図る

地域資源の活用
・産業技術の集積
・産業インフラの充実
・環境国際協力、
エコタウンの蓄積
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第１期大学ゾーン配置図

九州工業大学
大学院生命体工学研究科

北九州市立大学国際環境工学部
北九州市立大学大学院国際環境工学研究科

共同研究開発センター

情報技術高度化センター

学術情報センター

グランド

会議場

留学生宿舎

Ｈ１９．５．１３撮影

体育館

事業化支援センター

早稲田大学
大学院情報生産システム研究科

早稲田大学情報生産システム研究センター 福岡大学大学院工学研究科

産学連携センター

平成２０年夏 竣工予定

産学連携センター５号館
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【体育館、カフェテリア】

【学術情報センター】

・理工学分野の専門図書館

＋市民利用の一般図書室

・学術研究都市内の

高度情報通信サービスの提供

【４５０席の国際会議が可能な会議場】

※他にグラウンドなど

共同利用施設
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（財）北九州産業学術推進機構（略称：ＦＡＩＳ）

■理事長 阿南 惟正

理
事
長

副
理
事
長

専務理事

キャンパス運営センター

専務理事

半導体技術センター

産学連携センター

ｶｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ

中小企業支援センター

学術研究都市の一体的運営（協同関係の構築）

産学共同研究の推進・TLO事業を通した技術移転

半導体設計拠点形成に向けた産学連携事業等の推進

カーｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ人材育成＆研究開発拠点構想の推進

中小企業及びベンチャーの技術開発・経営に関する総合支援

北九州学術研究都市のコーディネート役

〈新日鐵〉

〈ＴＯＴＯ〉

〈市派遣〉

〈新日鐵〉

〈東芝〉

〈ＮＥＣ〉

〈アイシン精機〉

ロボット開発支援室 〈安川電機〉

※キャンパス運営ｾﾝﾀｰ以外の各センターには、専門

分野（機械、化学等）のコーディネーターを配置

※〈 〉は、役員、センター長、室長等の出身機関

６



㈱シンフォニック45

36

共同研究開
発センター

情報技術高
度化セン
ター

㈱シームス44トッキ㈱22

RoboPlusひびきの㈱

㈱シキノハイテック13

㈱ミックステクノロジーズ

事業化支援
センター

34

Napa Jenomics㈱

㈱ブラテック吉川工業㈱11

アーズ㈱12

32

33

35

㈱テルミナス・テクノロジー

実研開発(有)

㈱リアルビジョン北九州14

NECﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ㈱10

㈱ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｱﾗｲｱﾝｽ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

長瀬産業㈱

㈱ハイユニット

STEMバイオメソッド㈱

㈲ベゼル

㈱ペプチドサポート

㈱NS Core

㈱キットヒット

㈱シスウエーブ

ヒロコン㈱

㈱ジオクラスター

エーシーテクノロジーズ北九州㈱

㈱ゼネテック

㈱ガイヤ・システム・ソリューション

東京ドロウイング

【企業名】

情報技術高
度化セン
ター

入居場所

43

42

41

40

39

38

37

31

30

29

28

27

26

25

24

23

戸田テクノロジーサービス㈱21

大日本印刷㈱20

㈱エリア19

㈱システム・ファブリケーション・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ18

ディー･クルー･テクノロジーズ㈱17

㈱日出ハイテック16

㈱ジーダット・イノベーション15

㈲ビー９

㈱九州エレクトロニクス８

バイテックシステムエンジニアリンク㈱７

情報技術開発㈱６

共栄環境開発㈱５

日本システムウエア㈱４

㈱トッパン・テクニカル・デザインセンター３

石田和人（特許事務所）２

㈱インフォグラム

産学連携セ
ンター
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【企業名】入居場所

進出企業の概要 平成１９年５月１日現在
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産学連携による研究会の発足

北九州市、県機電研、他企業２社メタルカーバイト（ＭＣ）研究会

北九大、北九州市、市内企業ほか北九州市３Ｒ技術高度化研究会

北九大、北九州市、産総研 他６企業・団体粉体技術を活用したリサイクル研究会

北九大、九工大、早稲田大、九州大、高田工業所、三井ハイ
テック、東陶機器、ほか

ＭＥＭＳ／ＭＳ応用研究フォーラム

北九大、都市機構、北九州市エコネットひびきの

九州大、濱田重工ほか市内５社、市外４社光触媒商品化研究会

●ライフメンテナンスロボット

九工大、早稲田大、企業３社 ほか

●福祉ホームロボット

九工大、九産大、産医大、北九州高専、安川情報システム、エーエスｴー
システムズ ほか１社

ロボット実用化研究会

北九大、九工大、早稲田大、日本金属、戸畑ターレット工作所、ほか自動車用軽量化高度部材加工技術研究会

北九大、九工大、北九州高専、地域企業２社 ほか色素増感型太陽電池実用化研究会

北九大、九州経済産業局、新日鐵、電源開発 他九州ＤＭＥ研究会

研究グループ研究会名
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学研都市発ベンチャーの創立

研究用試薬の生産販売Ｎａｐａ Ｊｅｎｏｍｉｃｓ㈱

ロボット開発ＲoboＰlusひびきの㈱

LSI設計、ソフトウェア開発㈱ミックステクノロジー

バイオ・創薬研究向けリサーチツールの研究開発・製造・販売・受託解析㈱ＳＴＥＭバイオメソッド

画像処理圧縮技術の研究開発㈲ビー

音声対話システムの開発㈱キット ヒット

バイオリアクター・人工血管に関する研究開発ベセル㈱

ＩＴを用いた都市計画・管理手法のコンサル コンテンツの作成 エコ製品の
開発等

㈱ジオクラスター

ペプチド受託合成 特殊アミノ酸の製造㈲ペプチドサポート

医療用教育実験機材の開発実験開発㈲

半導体集積回路の設計・開発㈱ＮＳ Ｃｏｒｅ

Ｗｅｂｼｽﾃﾑの開発・運用㈱ブラテック

事 業 概 要社 名
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■ 国等プロジェクト採択
学研都市開設以来、ＮＥＤＯ、経済産業省、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁、中小企業基盤整備

機構など、国のプロジェクトを、学研内大学と企業等の産学連携により多数獲得

●文部科学省 知的クラスター創成事業

⇒全国の実施地域１２地域（当時）のひとつとして選定

（２００２～２００６年度 補助金：約２５億円）

特許出願数（国内外）１５２件 製品化１５件 ベンチャー創設５社

【これまでの主なプロジェクト実績】

●中小企業基盤整備機構 戦略的基盤技術力強化事業
「下水道管渠検査ロボットに関する研究開発」
（２００３～２００５年度 補助金：約２．５億円）

●経済産業省 地域新生コンソーシアム研究開発事業
「超小型一体化高機能部材微細加工技術（ケアMEMS）の研究開発」
（平成２００６～２００８年度 補助金：約 ５ 億円）

<地域モノ作り革新枠>

など

外部資金の獲得
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製品化事例
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